
*WA,<Bの歴史.資材･文化,Slの#ま ノ震3tJ<の磨静のp-fEGltiG存 !!
*虜広いjy/7-タブ{tJを虜 CT､歴史･又■ltを倉穿/二者カ1{!/
*#英,<磨カlら全Gへ､歴安字tを会をめ ぐる脚 を尿 管へ !!

一
二
二
二
一
二
二
二
二
二

史料ネット News Letter
第56号 2009年 1月30日(金)
発行 :歴史資料ネットワーク

シンポジウム｢震災･忠臆 ･史稗｣向催される///

▲ 右より山中茂樹氏､堀井宏悦氏､石崎勝伸氏､

佐々木和子氏､司会大国正美氏
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需鞍t

いう-経験~t現在一時神･.&拓大手甲bIら 74年ELをお加えて-

lll内 浮史阪神 ･淡路大震災の発生から早 14年の月日が流れました

｡震災の発生を契機に歴史資料の救出を目的に結成された歴史資料ネットワークも､現在

では｢震災を知らない｣若い世代が積極的に活動に参加するようになってきて

います｡かく言う僕も､そんな ｢震災を知らない｣世代の1人です｡

震災発生当時､被災地から遠く離れた地域に住んでいた僕の目に飛び込んでき

たのは､テレビに映し出された､大地震で大きな被害を受けた街の光景でした

｡それからは連日の様に新聞やテレビでは､その街の様子の報道がなされまし

た｡遅々として進まないライフラインの復旧､全国から続々と駆けつけるボ

ランティア､そして ｢復興｣へ｡それらは全てメディアを通して知りました｡

大学生になって2002年､初めて旅行で神戸を訪れたとき､そこにはもはや震

災の面影のない､ ｢復興｣した街がそこには拡がっ

ていました｡震災はもはや過去の事なのであろう･･--そんなことを思っ

ていました｡昨年 12月 7日､史料ネットでは若手委員を中心に ｢震災

･記憶 ･史料一阪神 ･淡路大震災の歴史的検証｣と題するシンポジウムを企画

･実施いたしました｡詳しい様子は本誌をご覧いただきたいと思いますが､今

回のシンポジウムで明らかになったことは､関西と関東とでは震災発生当初よ

り震災報道のあり方には相当の差異が見られたということです｡多くの非被災

地に住む人々にとって､震災についての情報はメディアを通して入手するとい

うことを考えると､その意味は小さくありません｡近年起こっている日本社会

の急激な変化について､その変化の起点を 1995年に置く議論が最近提起されています (た

とえば中西新太郎編 『1995年一未了の問題国』 (大月書店､



そこでは震災という経験も､我々の日本社会全体に大きな影響を及ぼしたも

のであることが指摘されています｡しかし､この震災という "経験"のとらえ

方が社会において一様ではなかったということは､現在､日本社会全体の問題

として認識されている阪神 ･淡路大震災という "経験"は､実はその質という

ことに関しては､社会の中で相当の差異をともなって "経験"されていたとい

うことです｡こうしたことを考えると､震災から 14年がたった今､阪神 ･

淡路大震災という H経験"とはいったい何だったのであるか､現在､改めて歴

史的に問われる必要性がある様に思われます｡

また今回のシンポジウムでコメントをお願いした佐々木和子さんは､現在も

収集が続けられている ｢震災資料｣に関して､震災を契機に歴史学者の資史料

に対する視点が､過去の資史料をいかに "発掘"するかということから､未来

からの視点に立って､現在残っている資史料をいかに "残す"力＼というところ

にシフ トしたことを述べられました｡すなわち震災という "経験"を契機に､

歴史家にとって最も基本となる資史料に対する視点も､改めて問い直される必

要を迫られているということです｡

2006年 11月に行われた歴史科学協議会大会において､宮地正人氏が

｢歴史家の職責｣ということに触れて ｢歴史家とは過去への入り口を託された

存在である｣ということを述べられていましたが､こうしたことからすると､

震災資料の存在を捉えたとき､歴史家とは過去のみならず､未来の社会のあり

方までも託されている存在であるということが言えるのではないでしょうか｡

その責任は決して軽くはありません｡ ｢震災を知らない｣世代である僕ら若手

もそのことを肝に銘じて､今後も史料ネットの活動に取り組んでいきたいと思

います｡ (かわうら ･あっし /歴史資料ネットワーク運営委員)

第 4回 地域史卒論報告会のお知らせ

例年の通 り､歴史資料ネ ッ トワークと神戸史学会が共同 して地域史卒論報告会を開催

いた します｡多くの市民の方々の参加をお待ち しております｡

記

･ 日時 :2009年 3月 8日 (日) 午後 1時半～4時半

･ 場所 :西宮市大学交流センター 講義室 1 (定員 54名)

･報告者 檎垣和志さん (大阪大学) ｢中世興福寺の大衆統制｣

山田美佳さん (神戸大学) ｢明治末期新世界設立過程にみる大阪市政の動向｣

森巨‖順子さん (神戸大学) ｢大正期の地方鉄道敷設過程にみる地方政治状況

一出石鉄道を事例に-｣

･参加申し込み メール (S-net@Ht.kobe-U.ac.jp)､ファックス (078-803-

5565)､ハガキ (〒657-8501灘区六甲台町 1-1 神戸大学文学部内)にて
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歴史資料 ネ ッ トワー ク主催

シンポジウム

定見 ･記憶 ･史料

～阪神 ･淡路大震叉報道の歴史的検証～

板垣 貴志

2008年 12月 7日､歴史資料ネ ッ トワー ク主催 シンポジ ウム ｢震災 ･記

憶 ･史料～阪神 ･淡路大震災報道の歴 史的検証～｣が人 と防災未来セ ンターに

て開催 され ま した｡

このシンポ ジウムでは､歴 史研究者が多用 してい る ｢新聞｣の史料的意義や

限界 を､阪神 ･淡路大震災報道 を対象 に考 える趣 旨で行 われ ま した｡人 と防災

未来セ ンターの所蔵す る震災資料群 のなかには､切 り抜 きされた新聞が膨大に

含 まれてい ます｡ これ は被災市民 自らが新 聞を史料化 してい った と表現す るこ

ともできます｡私 は､前々か らこの現象 が非常に気 にな っていま した｡つ ま り

寄贈 された膨大な新聞スクラップ資料 は､被災地全域で､ ｢大震災は後世に伝

えるべ き歴 史的事件 ｣ とい う共通認識 があった ことを雄弁に物語 ってお り､ま

た歴史学が大震災 を研究対象 とす る際に､まず ｢新聞報道｣に着 目す る意義が

あると考えま した｡

報告者 は､元朝 日新聞編集委員で関西学院大学教授 の山中茂樹氏 ｢史料化阻

む 3つの陥穿 一震災報道か らみた 1つの論点-｣､読売新聞東京本社編集委員

の堀井宏悦氏 ｢阪神 ･淡路大震災報道の検証 一東京の記者 の記憶か ら-｣､神

戸新聞社会部の石崎勝伸氏 ｢14年 間の震災報道 一現場か らの報告-｣で した｡

山中氏か らは､温度差報道､客観報道主義､デ ジャブ報道の 3つのキー ワー ド

を用いて総括的な報告があ りま した｡その上で､東京での震災報道の実態 を堀

井氏 よ り､被災地神戸の地元紙 として､長年震災報道 を続 けて こられた石崎氏

よ り報告がな されま した｡次に､歴 史学の立場か ら神 戸大学地域連携研究員の

佐 々木和子氏 よ りコメン トがあ り､ 3者 の報告 を､順 に周辺部､外部､内部 と

整理 され､新聞を読み解 く際の複眼的な視野の獲得の必要性 が説かれ ま した｡

最後に､報告者 ･コメン ト･司会 に参加者 を含 めた討論の場では､多様 な意

見が飛び交い､議論が深 め られた よ うに感 じま した｡ しか し､ ｢新聞が どの よ

うに作 られ ているのかについて､ 自分があま りに無知であった ことを知 らされ

ま した (30 代 女性/ アンケー トよ り)｡｣ とい った意見に代表 され るよ うに､

歴 史研究者 は新聞の作成過程 に関す る知識 に乏 しく､討論に至 らず勉強会の よ
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うになって しまった感は拭 えませんで した｡その ことは一方で､報道記者 の

方々がこれ でよかったのか と内部で散々議論 されてきた ことは､ほ とん ど一般

に知 られていない ことを意味 しているか と思います｡シンポジウムの成果 を記

録 として残 してお く意義 を再認識 した次第です｡

今後 も､史料 を生み出す現場の報道記者 と､史料 を批判的に読み解 く歴史研

究者 との共 同作業 を続けていきたい と思います｡

(い たがき ･たか し/歴史資料ネ ッ トワー ク副事務局長

/人 と防災未来セ ンター震災資料専門員)

⊥⊥ 1-薮屠長馳 ⊥⊥｣
I1

2008年 12月 18日 (月) 産経新聞 ･朝刊 ･22面

震災報道を歴史的に検証しようと行われたシンポジウム
-神戸市中央区

震
災
か
ら
川
年
が
経

過する

のを
前
に
､
阪
神

･牧

路大蕪

災に
関
す
る
報
道
を
歴

史的に

検証
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ムが7
日
､

神戸市中
央区の
｢人
と

防
災

未来セン
ター｣で
開
か

れ
､

新聞記者
や歴史
の
専
門

家
が

意見を交
わした｡

震

災直
後や復
興
に

関する

報

道の｢史料｣
と
し

ての価

値
を

検証しよう
と
､

ボラン

テ

ィア団体｢歴
史
資

料
ネッ

ト
ワ

ーク｣
(事
務
局

･神戸

市

灘区)が主催
し
た
｡

史料

を

残す側
の新聞
記
者

と
､そ

れ
を

使う
側の歴
史
家

の意見

交

換の場
はめず
ら
し

いとい

う
｡

はじめに､被
災
地

を
取材

し

た記者や元記
者
3

人
がそ

れ

ぞれの体験な
ど
を

望
口｡

｢

垂尻と大阪の報道の間に

は

温度差があった｣
｢行政

機
能

がマヒしたときの
'メ

デ

ィアへの期待を感じた｣

な

どと述べた｡

これを受けて､佐木々和

子
･

神戸
大学地
域
連

携研究

鼻
が

講演｡
｢新
聞
は

基本的

な
史

料だが､記
録
の

過程に

人
の

行為が入る
と
い

う点で

は
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な

る
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し
､

｢史
料を作
る
側

､使う

側
の

協同
作業が
必
要

な
時期

に

なった｣
と話
し
て

いた｡
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2()08隼 12月 ･qH 日日 読売新聞 ･朝刊 ･30面

震災報道の功罪

シンポで考える

人と防災未来センター

阪
神
大
喪
災
の
報
道
に
つ
い

て
検
証
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主

催
)
が
7
日
､
神
戸
市
中
央
区

の
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
た
｡
市
民
ら
約
40
人
が

参
加
し
､
読
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新
聞
東
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本
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堀
井
宏
悦

･
編
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員
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3
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の
報
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関
係
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が

｢震
災
報

道
｣
の
問
題
点
や
成
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功
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た
｡

堀
井
編
集
委
員
は

｢東
京
と

大
阪
で
震
災
報
道
に
対
す
る
認

識
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あ
り
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東
京
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は

発
生
直
後
の
現
場
リ
ポ
ー
ト
記

事
が
桂
と
ん
ど
掲
載
さ
れ
な
か

っ
た
｣
と
指
摘
｡
元
朝
日
新
聞

編
集
委
員
で
､
関
西
学
院
大
の

山
中
茂
樹
教
授
は

｢東
海
地
震

や
関
東
大
喪
災
へ
の
防
災
を
出

発
点
と
す
る
東
京
と
､
岳
災
か

ら
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復
興
を
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眼
に
巨
い
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は
､
報
道
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方
向
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に
違
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あ
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｣

と
そ
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背
景
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説

明
し
た
｡

1
方
､
神
戸
新
聞
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の
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崎
勝
伸
記
者
は

｢涙
に
暮
れ

る
被
災
者
の
前
で
は
'
自
分
自

身
は
何
も
役
に
立
た
な
い
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感

じ
た
｣と
振
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が
ら
も
､

｢避
難
生
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や
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ト
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よ
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休
調
悪
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が
亡
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っ
た
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た

こ
と
な
ど
､
掘
り
起
こ
し
た
事
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あ
っ
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｣
と
述
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た
｡
さ

ら
に

｢失
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い
か

け
る
教
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を
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す
必
要
が
あ

る
｣
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報
道
の
意
義
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｡

2008年 12月 8日 (局)神戸新聞 .朝刊 ･22面
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史
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史

学
者
ら
が
意
見
を
交
わ
し

た
｡被
災
史
料
の
保
夢

取
り
組
む

｢歴
史
資
料
ネ
ッ

ト
ワ
-
2

の
主
催
｡

神
戸
新
聞
社
会
部
の
石
崎

欝

記
者
は
､
薬
災
後
の
体

調
悪
化
で
亡
く
な
る

盛
運

死
｣
･と
小
う
概
念
が
で
き
た

こ
と
や
､
環
災
死
者
数
が
尭

生
か
ら
十
年
後
に
修
正
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て

雇
道
な

取
材
と
報
道
に
よ
る
問
暦
捷

超
で
､
新
た
に
凍
り
撃

Jし

た
事
実
が
歴
史
資
料
に
つ
な

が
る
｣
と
強
調
｡
奥
村
弘
神

戸
大
教
授
も

｢畢
災
は
ま
だ

分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
へ
;

今
後
の
研
究

｡
発
倍
が
大
日

撃

と
話
し
た
｡

.
全
国
紙
の
要

垂
廉
は
､

と
､
東
京
で
は
そ
う
い
う
記

事
も
必
芦

と
の
意
見
も
出

た
｡

(岸
本
達
也
)

6

東
京
で
は
地
震
の
直
後
か
ら

rb
L
東
京
で
起
き
た
ら
｣

と
い
っ
た
記
事
が
喜
悦
さ
れ

た
こ
と
に
触
れ

｢繋

箱
と

の
温
度
差
も
あ
っ
た
の
で

は
J
と
振
り
返
っ
た
｡
一
方
､

研
葛

祢
▲竃

｢嵩

に
向

け
で
の
情
報
か
を
考
え
る
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■ ｢震災 ･記憶 ･史料～阪神 ･淡路大震災報道の歴史的検証～｣

についての感想

松田 聡子

阪 貰

淡路大震災が起こった当時の私は､現場 とは遠 く離れた場所に住

IJJX ∴ ~ 了 ∴ -I.二二 一∴ -~∴ 二二 -∴ I__I_L:

なかったことを覚えている｡

今回のシンポジウムでお話を聞かせていただき､現場で行われていた報道 と､

離れた場所で行われていた報道の違いについて初めて知ることができた｡温度

差があったことや､報道する内容にも違いがあったこと､情報収集の大変 さ､

個人情報保護 と実名報道 との関わ り等､今まで知 ることがなかったことを実際

の報道者側か ら聞 くことができ､非常に貴重な機会だった と思 う｡ また､新聞

は実際の出来事を残すものではなく､体験 した人間の出来事や行為を記録する

ものである､とい うコメン トが印象的だった｡時代の変化 と共に､歴史資料 と

して使 えるもの､残すべきものが少 しずつ変化 した り､増 えていた りすること

を､改めて気付かされたO

(まつだ･さとニ/東北芸術 吊斗大学 文化財保存修復研究-i-,ンタ､-轟巨鋸浦助員㌧)

■ シンポジウム参加記

神

戸新聞社会部の石崎氏の "震災は現在 も続いている" とい う言葉がと

ても印象的で した｡いま阪神 ･淡路大震災について考えるとき､私た

ちはこのことを念頭に置きながら､話を していかなければならないと

思いま した｡

また､今まで身近にある "新聞"を "史料" とい う意識では見たことがなか

ったので､今回のシンポジウムを通 じて新たな視点で "新聞" とい うものを知

るきっかけを得ることができま した｡新聞は､その時その瞬間の情報を発信 し

ているものであるため､単発的にみては情報が交錯 し誤解を招いて しま う危険

性があるとい うことがわか りま した｡新聞を史料 として用いるのであれば､収

集を行い連続的にみて情報を読み解いてい くといったように､テ レビなど他の

メディアと同様に記録媒体である新聞も使 う側の読み解 く力がもっと必要にな

るのではない か と強 く感 じました｡新聞を作る側は､当初か ら "史料"として

新聞を作っているわけではないため､情報の取 りあげ方や視点なども新聞によ
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って異 な ります｡ この こ とを史料 と して新 聞 を使 う側 が しっか り捉 えて使 用す

るべ きで あ る とい うこ と､新 聞 の場 合 は史料批 判 (史料 の検 証) は他 の どん な

史料 よ りもシ ビア に行 った ほ うが よい ので はない か とい うこ とを感 じま した｡

震 災 を振 り返 る とき､歴 史学者 や 報道 関係 者 な どが専門的 に検 証す るだ けで

は な く､被 災者 も共 に検 証す る とい うこ とが 可軍 になれ ば､震 災 の 中での報 道

の意義や そ の なか で作 られ る新 聞の在 り方 な どにつ いて も､ また違 った捉 え方

が で き るの で はないか と思 い ま した｡

(20代女性)

2008.12.07 ｢震 災 .記 憶 .史料 ～阪神 .淡 路 大震 災報 道 の歴 史的検 証 ～｣

当 日ア ンケー ト

よ り{新聞が どのよ うに作 られているのかについて､ 自分があま りに無知であっ

たことを知 らされま した｡ただ､東京のメデ ィアの中心が､何 を意図 して､報道が

結果 としてこうなるのか とい うことがわか らないままです｡ (例えば震災 1ケ月後

に ｢復興｣ が言われ るのか｡) しか し､そ うい う ｢メタデータ｣ が新聞史料の背後

にあること-の 自覚 を持たねば とい う意識 を持てた ことは大変あ りがた く､貴重な

収穫でした｡あ りが とうございま した｡ (30代女性/大阪府池

田市){いつも身近な存在である新聞､マスメデ ィアにおける ｢記事になるまで｣

のお話は大変興味深 く聞かせていただきま した｡ これ らの相対化は､これ らか ら情

報を得る自分の相対化にもつながると感 じま した｡読者が新聞記事に どのよ うな反

応 を してい るのかも知 りたかったです｡今後は､資料 となっていない声 を ｢資料化 ｣

す る､収集 された資料 をどのよ うに活かすか とい うお話 をもっと深 く聞きたいです｡

(20代女性/

大阪)』3氏の報告､大変勉強にな りま した｡ あ りが とうございま した｡当時東京

で働いてお り､家族 を神戸に残 していたので心配な 日々を思い出 しま した｡堀井 さ

んの報告で､ "そ うだったのか" と思います｡東京 と神戸の紙面､内容の違いが｡

関西の大学の先生に､ もっと東京に来て実態を都民に知 らせ る必要があると伝 えた

こともあ りま した｡ (70代男性/東

灘区)■東 ･西での報道に対す る温度差を初めて感 じま した｡大変興味深かった

です｡(20代女性/そ

の他)■新聞 とい うひ とつのテーマを現場 ･周辺 ･外部 とい う切 り口で比較 しなが

ら話が展開 されたのが非常に興味深 く､勉強にな りま した｡ 山中先生のお言葉にあ

るとおり､人々の経験を史料 と して発信 して欲 しいな あと思いま した｡ (20代男性

/奈良県香

芝市)NewsLetter2009.1.30No



■ "震災報道現場"の生々しいお話､大変有意義で した｡新聞だけでなく電波 (チ

レビ ･ラジオ)のお話もぜひ聞きたいと思います｡ (60代男性/大阪府ト

』企画としては､良い企画だと思います｡繰 り返 し続けて下さい｡メディアには､

間接的メディア (マスメディア)と直接的メディア (機関紙)がありますOこの特

性 と役割についても分析 してほしい｡ (60代男性/垂水区)

『時宜にかなった企画､ 日頃知 り得ない事項で有意義であった｡ (60代男性/西

区)

■普通では知る事の出来ないニュースが数多くあり今後のボランティア活動に資す

る処大と感 じた｡ (70代男性/灘区)

■よかった｡わかりやすかった｡以前から気になっていた ｢関連死｣ のことも､改

めてわかった｡ 自然災害-の "自衛の方法"の企画を希望 します｡ (60代男性/東

灘区)

■被災地内外の記者が､それぞれの立場から震災時の ｢役立たず｣や ｢戻ってこ

い｣ とか違和感を今でも持っている｡その違和感は何から来るのか､もっと知 りた

いと思った｡ (30代女性/東灘区)

■非常に興味深かった｡未来のことかんがえれば､報道は現在進行形で史料をつく

っているのだ｡ (10代男性/大阪府)

山形文化遺産防災ネットワークの活動紹介

手代木 美穂

平成 20年 1月 25日､山形文化遺産防災ネ ッ トワー クは同席者 50名 と共 に

活動 を開始いた しま した｡ 山形 県立博物館 を会場 に､県下の民俗 ･歴史 ･考古

学 を長 きに渡 り先導 して こられ た諸先生方か ら､地域の文化財 を守 り伝 える活

動 を行 っている若手担 当者 まで､それぞれが 目指す防災ネ ッ トワー クの形 をお

話 し､設立を宣言できた ことは大変有意義で した｡思 えば､その 3年 ほ ど前

か ら活動準備 は始 まってお り､2年前 には県下の文化財 を守 ろ うとす る皆 さん

と活動の設立準備会を組織 しま した｡その際には､先駆的な活動 をされていた

歴 史資料ネ ッ トワー クの奥村代表委員､松下事務局長か らの御助言を度 々いた

だき､山形 にも勉強会講師 として来ていただきま した｡ わか っていた ことでは

あ りま したが､災害が起 きる前 に 日常的に災害時 に備 えるとい うのは､なかな

かに難 しい ものです｡先生方の これ までの活動 とその精神 を山形 にて伝 えてい
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ただいたことが､ どれほどの力 となったか計 り知れません｡心より感謝申 し上

げる次第です｡

さて､山形防災ネ ッ トは現在 20名ほどの活動賛同者 と共に､2本の柱を立

てて活動をすすめてきています｡1つは､文化遺産にまつわる災害活動に関す

る勉強会の開催､もう 1つは地域にある文化遺産-の地元の皆 さんとの文化

財マ ップっ くりや地域文化財めぐり活動など､地域の文化遺産を地域の方々が

意識できるような活動を進めていくことです｡

特に､後者の活動は､活動賛同者がそれぞれの立場で無理なくできることを

目指 して行っています｡ある者は所属する行政体でイベ ン トとしてできること

を､ある者は所属する美術館で 日常的に行 っている防災訓練 を地域の保育園の

皆 さんにも見ていただ く､ある者は ｢文化遺産を災害か ら守 りま しょう｣ のの

ぼ りを作って各地に配布 して､活動の広報を行 う､などです｡理想的には､も

っと速 く､ もっと広範囲に同 じことを､とい うことを考えがちですが､実は

｢こうしなくてはならない!｣ とい うや り方は災害がない内か ら活動を進める

本ネ ッ トワークには向きません｡できることか ら､一歩ずっ｡片手間で､息長

く続けることが何 よりも重要 と活動賛同者 とは意思統一ができています｡

本年度は 1泊 2日の意見交換会を行いま した｡1日目は岩手 ･宮城内陸地震

の被災地で活動を進めた県内の災害ボランティアか らの活動報告や文化遺産防

災ネ ッ トとの連携についてお話 しま した｡夜は懇親を深め､ ｢このつなが りが

災害のときに役立つ!｣と呪文のように唱えて､夜更けまで楽 しい時間が過ぎ

ていきま した｡2日目は岩手 ･宮城内陸地震の際に山形防災ネ ッ トの初動につ

いての意見交換や今後は被災文化遺産を移動するための場所を､メンバーの周

囲で確認 してお くこととな りました｡

これか らも､山形の地を這 うように､ じっくりとゆっくりとや り続けていき

たい と考えています｡

(て しろぎ ･みほ/東北芸術工科大学文化財保存修復研究センター)

今年度の史料ネットは以下のメンバーで運営 しています｡当ネ ットの活動にご支

援 ･ご協力のほどよろしくお願いします｡

<運営委員> (五十音順 ) 『 個人会員 (2名)中野賢治 ･河野未央

■ 大阪歴史科学協議会 有岡知久 ･ノ梱† <会計監査委員 2名>

淳史･佐賀瑚 ･田 ㌻17修､三'-･･ 距蕗 ■ 木村修二 ･加藤宏文

■ 大阪歴史学会 森脇崇史 <事務局 >

{ 京都民科歴史部会 松下正和 ■ 代表 奥村 弘

7 神戸史学会 大国正美 ■ 副代表 藤 田明良

■ 神戸女子大学史学会 (欠員) ■ 事務局長 松下正和

■ 神戸大学史学研究会 奥村 弘 』 副事務局長 中野賢治 ･板垣貴志

■ 日本史研究会 板垣貴志 ∫ 会計 ･NL編集 人見佐知子
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歴史資料ネットワーク編

『地域社会か

らみた ｢源平合戦｣福原京 と生田森 ･-の谷合戦

』(岩田書院ブックレット歴史考古学系 H-20､

2007年)山田 蕗

1主要目次このブック レッ

トができるまで/藤田明良生田森 ･-の

谷合戦 と地域社会/河合康内乱の諸段階 と生田森 ･-の谷合戦

生田森 ･-の谷合戦の ｢城郭｣戦

民衆の戦場への動員摂津武士の動員と摂津国惣追捕使多田行

綱軍勢を先導する ｢案内者｣鶴越 と

多田行綱南北朝内乱か らみた西摂津 ･東播磨の平氏勢力圏/市沢

哲南北朝内乱 と西摂津 ･東播磨一山田荘 とその近辺の地勢学一

西摂津 ･東播磨の平家勢力圏一平家のテ リ ト

リーの縦軸 と横軸 一西摂津 ･東播磨の平家

勢力圏の歴史的性格生田森 ･-の谷合戦史跡地図/樋 口健太郎本書は､2005年 9月 25日に神戸市で開催 された ｢シンポジ ウム源平合戟

一伝承 された戦いの虚実｣が母胎 となってつ くられたもので､シンポジウムで

講演 された川合康氏の ｢生田森 ･-の谷合戦 と地域社会｣と､当 日のコメン

テー ターをされた市沢哲氏の ｢南北朝内乱

か らみた西摂津 ･東播磨の平氏勢力圏｣とい う､二つの論文か らなっている｡

川合氏の論文では､生田森 .-の谷合戦での鎌倉軍の勝利 の一因は､多田行

綱 をは じめ とす る摂津武士､軍勢が戦場に向か う街道筋の民衆､現地の ｢案内

者｣といった地域の人々の協力の存在であ り､それは ｢源 平｣合戦の展開その

ものが､地域社会の利害関係 と結びついた地域固有の歴史的主体の動向によっ

て根底か ら規定 されていたことを表す､ と述べ られている｡市沢氏の

論文では､NewsLetle7･2009.1.30



南北朝期の内乱の経過の考察か ら､平家による福原の拠点化によって､それ以

前か らあった福原 を中心 とした く地域的なまとま り)がは じめて (政治的テ リ

トリー) として姿を現す ようになったことが明 らかにされている｡

本書は､市民向けの講演を基調に しているとい うこともあ り､ とても読みや

す く､また内容 も非常に面白い ものであった｡何 より興味深かったのは､本書

の特長でもあるが､史実 と伝承 との関わ りも含めた地域 と歴史 とのつなが りが

次々 と明 らかにされてい くところである｡例えば､私の地元である阪神地域に

勢力をもっていた人物 として有名な多田行綱が､実はいわゆる ｢鴨越の逆落 と

し｣を行った張本人であ り､ しかも行綱が鎌倉軍に協力 していなかったな らば

歴史は変わっていたか もしれない､ とい う事実を本書で知 り､たい-ん面 白く

感 じるとともに､私は地元の英雄 ･行綱 と交通の要衝 として今でも重要な地元

を少 し誇 らしく感 じた｡

さらに､本書の良い点 として､私の ような地域の人々の地元の歴史-の興味

をひき､現代の地域社会の在 り方にも関心を寄せ させ､地元を誇 りに思わせ る

よ うなもの となっている点もあげ られ るであろ う｡ このことは､地域を考える

上で も､歴史学そのものを考える上でも示唆的である｡歴史学の本質のひ とつ

に､歴史を知 ることで､今現在､そ してこれか らの世界を考える手がか りとす

るとい うものがあるが､それは地域社会に関 しても同 じことがいえるのであ り､

これか らの歴史学はもっと地域に根 ざした方向性 を探ってい く必要があるので

はないだろ うか｡

本書は､たまたま該当の地域の人であった読者の私に､地元の歴史と誇 りを

教えて くれた｡ これか らも､本書のよ うな地域 と歴史の関わ りを中心に据 えた

ような本が増 え､その地域の人々 と出会 うことを期待 したい｡

(やまだ ･ふ き/歴史資料ネ ッ トワーク運営委員)

☆ なお 『歴史評論』706号 (2009年2月)に高松百香氏の紹介も掲載されて
います ｡ あわせてご覧下さい｡ (事務局)
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